
水生植物園
多くのトンボ類
が観察されます。
（5～9月）

宮城県伊豆沼・内沼
サンクチュアリセンター（鳥館）
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　伊豆沼・内沼に生息する
鳥類や自然環境に関す
る展示があります。
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マガン飛び立ち観察ポイント
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マガン・ハクチョウの
採食活動観察ポイント
（10～12月）
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マガン飛び立ち
観察ポイント
（野鳥観察舎）

マガンのねぐらと
飛び立ち方向

マガンのねぐらと
飛び立ち方向

ヨシ原

ヨシ原

水田

水田

P
P P

ハス舟のりば（8月）ハス舟のりば
　　 （8月）

ハス舟のりば
　　  （８月）

ウェットランド交流館
（宿泊施設）

伊豆沼

国指定伊豆沼鳥獣保護区周辺図
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観察時刻 (日の出30分前～）
　11月初め： 5：30頃
　12月初め： 6：00頃
　  1月初め： 6：30頃

＊曇りや雨の日には、飛び立ち
   が遅くなる場合があります。

マガンの飛び立ち

水田の鳥など

ダイサギ タゲリ

採食中のマガンと食物（落ち籾）

淡水魚など

ゼニタナゴ ヌカエビ

登米市伊豆沼・内沼サンク
チュアリセンター（淡水魚館）

昆虫
サンクチュアリセンター
つきだて館（昆虫館）

ウチワヤンマ オオセスジイトトンボ

水生植物

ミズアオイ ガガブタ クロモ

夏鳥(上)･留鳥(下)

ヨシゴイ

カルガモ

イワツバメ

オオバン

オオヨシキリ

ヤマガラ

冬鳥

マガン

ミコアイサ

ハヤブサ

オオヒシクイ

マガモ

カワアイサ オジロワシ (☆)

ベニマシコマヒワ

オナガガモ

カシラダカ

オオハクチョウ

キンクロハジロ

ハクガン

シジュウカラガン(☆)

☆は“国内希少野生動植物種”です。

　マガンは夜間に沼で休息し、早朝に一斉に飛び立って周辺
の水田へ向かいます。マガンが一斉に飛び立つ時の羽音と鳴
き声は、環境省の「残したい“日本の音風景100選”」にも選ば
れています。

　伊豆沼・内沼周辺で見られ
る昆虫と、世界各地の珍しい
昆虫を展示しています。

　伊豆沼・内沼には、コイ科魚
類などの淡水魚が数多く生
息しています。淡水魚館では、
その一部を展示しています。

　7～8月にはハスやアサザなどが
咲きます。地域では、ハスを観賞
するための舟を出しています。

　沼の周辺にある水田はマガンなど
鳥類の採食場所であり、メダカなどの
魚類の産卵場所になっています。沼の
生き物にとって、水田は大切な生息環
境になっています。

　ここでは、沼の自然再生に向
けた取り組みや、鳥類などの生
態を明らかにする研究を実施
しています。
←背中に発信器をつけ
られたオナガガモ。鳥の
渡りを研究しています。



 




